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【教育目標】『三春に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対して喜びと生きがいのある人生を主体的に創造する力を育み、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できる人材を育てる』

【吹奏楽部、開幕を飾る！ ～秋まつりのオープニングをすばらしい演奏で。～】
１１月１０日（日）は、三春の秋まつり。我が三春中学校吹奏楽部は、そのオープニングを飾る大

舞台を任され、水色のおそろいのＴシャツで、見事な演奏を披露しました。
要田小学校の学習発表会から移動し、貝山グランドを見下ろすと、なんと、あれだけ広いグランド

が車でいっぱいになっていました。このすべてが、我が三春中学校吹奏楽部を聞きに来てくれたお客
さんだと思うと、たいへんうれしい気持ちになりました。
ステージ前とステージ上の２つに分かれ、いよいよ、吹奏楽部の演奏開始。ソロパートも交えなが

らのすばらしい演奏でした。あれだけ自由に楽器を操れる吹奏楽部のみなさんの姿に、感心すると共
に、これまでの練習の繰り返しと積み重ねに大きな賛辞を贈りたい気持ちでいっぱいでした。
演奏が終わると、聴衆・観客のみなさんからは惜しみない拍手が贈られました。楽器のかたづけも

みんなで協力して行い、トラックで一緒に楽器を運んでくださったスタッフの方々にも、きちんと、
丁寧にあいさつができていました。校門内側に立っていた黄色い物体も、なんだかうれしそうに見え
たのは、そんなきちんとした吹奏楽部のみなさんの姿を見たからなのでしょうか。
町民の一員として地区の行事に参加してくれた吹奏楽部のみなさん、引率した顧問の先生、ありが

とうございました。楽しいひとときを過ごすことができました。

【要田小学校の学習発表会にお招きいただきました！ ～学校と地域が一体でした。～】
１１月１０日（日）は、田村市立要田小学校の学習発表会の日でもありました。本校生徒の出身小

学校の一つである要田小学校の児童や先生方、地域のみなさんとお会いしたくて、楽しみにして出か
けました。
ステージ上の学習発表会のタイトルコールでは、実際に発表する児童の隣で、お友達が声を出さず

に口を動かし、同じタイトルコールを“そら”で話していました。自分のことだけではなく、同じ小
学校の仲間のことにも関心をもって生活している日々の生活が想像されました。『十二支のはじまり』
と『くじらぐも』の劇、そして、リコーダーの演奏を拝見しました。人数が足らず、早変わりで十二
支に扮したり、がんばりすぎてかぶり物がとれたりはしましたが、どれも“いっしょうけんめい、友
達と一緒に”という気持ちがとても強く感じられました。猫が１日に何度も顔を洗うようになった理
由をアナウンサーが語ると、「そ
れで猫はよく顔を洗うんだな。」
とつぶやく、納得顔のご来賓も
いらっしゃいました。ご来賓の
みなさまも、ストーリーの展開
や一つ一つのセリフに反応しな
がら、劇と一体になっているお
姿に、学校と地域の一体感とで
もいうものを感じました。
お招きいただきありがとうご

ざいました。

三春中学校だより



【放射線教育に継続して取り組みます！～外部講師をお招きし、『生き方』を考えました。～】
本校の放射線に関する学習のうち、第１学年では、大学の先生と環境創造センターの職員の方々を

お招きした放射線学習に取り組んでいます。
本校の放射線教育は、当たり前ではありますが、『忠恕』『探究』『必達』のめざす生徒像を求めて

行われています。他と共に真摯に生きる、いじめや仲間はずれのない社会をつくる、放射線を正しく
理解し、正しく付き合っていく、みんなが安心して過ごせる社会をみんなでつくりあげていくなど、
『生き方』にまで視野を広げた学習をめざしています。
大学の先生から放射線に関する正しい知識を得、環境創造センターの職員の方々と共に三春中の放

射線量を測定し、その結果について考察し、ふくしまに生きる自分たちのあるべき姿について思いを
巡らしていた生徒たちでした。

【『食育』に取り組んでいます！ ～３年生は自らの“トリセツ”をつくります。～】
文科省指定『つながる食育』推進事業は、本年度も進行中です。
先日は、第３学年において、『トリセツ』づくりに取り組みました。タニタさんによる体組成計の

測定結果をうけ、自分の体や栄養について理解し、これからの食生活にどのように取り組んでいった
らいいのか、『今』と『将来』の『食』にどう配慮していったらいいのかなどについて考えました。
そして、とりあえず『今』は、ご家庭にお世話になる部分が大きいための『トリセツ』づくりとなり
ました。
学校で学んだことを、今度はご家庭に持ち帰り、ご家庭での食事について子どもたちがご相談させ

ていただきますので、よき相談相手としてご協力をよろしくお願いいたします。
なお、学校での勉強とご家庭での実践に関してまとめたものは、１２月１４日（金）に、授業とし

て広く県下一円に公開いたしますので、お時間の許すご家庭や地域のみなさんは、どうぞおいでいた
だき、本校『食育』の取り組みについてご参観いただけますれば幸いです。ぜひ、おいでください。

【三春町チームとして『共に』！～岩江・三春、いろいろな方々にお世話になって。～】
先日、まほらにおいて結団式を行った『ふくしま駅伝』三春町チーム。例年お世話になっている田

村高校のグランドが工事中のため、現在は毎日、貝山グランドにおいて練習に汗を流しています。
お世話になっている佐久間監督をはじめとした関係者のみなさんにお礼を申し上げるべく、練習を

見学に行くと、岩江中と三春中生徒が合同で練習に取り組んでいました。平日のため、中学生以外の
選手のみなさんはおいでになりませんでした。照明が少ない中、スタッフの方が持ってこられた投光
器を頼りにしての練習ではありましたが、三春町の２つの中学校の選手が、仲良く、ライバル心をも
って一つの練習に取り組む姿は、両校の校長として勤務させていただいた私には、とてもうれしく映
りました。スタッフのみなさんありがとうございます。選手のみなさん、自分を、そして、仲間を信
じて！１１月１８日（日）の力走を期待しています。お世話になっ方々の思いに応えるためにも。


